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1まえがき

各種匝l左党生瀬から生じるばいじんについての調査は

単をるばいじん崖、童金属組成に関してかをりあるが、

ばいじんの粒径別化学組成及び結晶相の同定に関しては

松沌廿ら、小林㈲らの報告をど少数である。

また、発生源のばいじんか環境に及ぼす影窄あるいは

人体影響を考察するためには、粒径別分析、結晶相の同

左か必要である。

以上述へた理由により、各種［司這発生源のばいじんの

理化学的特性を明らかにする必要があるが、本年度は本

県において現在問題になっているアルミニウムの二次精

錬を取り上けた①

2　調査方法

調査は4工場について・実ノ施した。☆戸の穫頭としては、

前炉式反射炉、【ロほ云炉、ルソホ炉であり、その諸元及び

原料の種類をTable tに示す。

試料は粉体としてサイクロン、バクフィルターの集じ

んタスト及び工場内の依絞り機、熔解炉周辺の堆積物を

採取した。

煙道におけるばいじんは集じん装置の入U及び出口にお

いて、円筒炉祇を用いてJISZ8808により採取した。る・お

Alr4においては入口に測定ロがをかったので、出［」

のみとした。

粒径分布は9段分毅のアンダーセンスタソクサンプラ

一により、Al－1とAl－3において実施した。バノ

クアノプフィルターはGBlOORを使用した。

金属の分析法は、′粉体及び炉紙については、JIS K

OO97の硝酸・塩酸法により抽出し、直接原子暇光光度法

で分析した。

アンタ、－センで採取した試料はステンレス7Pレートを

アセトン中で5分間超音波洗浄後、アセトンを揮散させ

硝酸・塩酸摘出後、原子破光光度法にて分析した。

をおMgとCaは炉紙のブランク値が高いため、i戸紙

に捕集した試料については分析できなかった。

粉体〔二ついては結晶相の同定を行なった。試料はメノ

ウの乳鉢で混合粉砕後、アルミ試料板に充填し、X繰回

折装置を用いて測定した。

測定条件は基本的には、Table nに示すとおりである

か、試料の結晶の状態により電圧、電涜を変えて測定し

た。

TableI　調査対象工場

工　 場
炉　 の 公称 能 力 ニ酢　 ポ1の

原 村 の穫 執
鼓 しん 装置 の

種　 柑 tO「ソ。h a Ig e 櫨　　 粕 種　　　　 類

A 】【1
前 か式

反 射か

2 5

3 0

日量 油
イ ンゴ ノト4 5％

ス ケ ラ ノフ5 5％
ハ ブフ ィル ク

A l －Z
前 か式

B 重 （【l】
イ ンゴ ノト4 5％ サ イ クロ ン

k 射か ス クラ ノブ5 5％ ハ クフ ィ　ル タ

A l －3 l叶転廿】 0　5 A 垂 一由
ア ル ミ ドロ ス　10 0％ サ イ クロ ン

／、ク フ ィル タ

A 」－4 ル ノホか ロ A　 B 重 油
切 扮　 9 5％

プ レス　 5％

サ イ グロ ／

′＼ク フ ィル タ

TableⅡ　X繰回折の測定条件

G lge r［1ex R ota flex

T a rg e）（F llte r C ローN 10 r F e－Nl】l C u－N l

V o lta g e 3 0～40 K V 4 0～50 K V

C ur re n t 12～20 m A 60～80 m A

D ete cto シンチ レーシ ョ　ン シンチレー ショ　ン

カウ ンター カウ ンター
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3　調査結果

3－1粉体について

粉体中の金属の含有率をTableⅢに示す。集じん装

置に捕集された粉体についてみると、Al－2において

バクフィルターに捕集された粉体中金属含有率は、サイ

クロンに比べCd、P b、Z nが高く、F eが低い。

Al－1についてみると、Al－2と同じ前炉式であ

るにもかかわらずAト¶2に比べてCd、P b、Z nの

含有率が低くい。この理由としてはAl－1の場合、粗

大粒子を捕集するためのサイクロンが前置されていない

ためであると考えられる。

Al－3についてみると、バクフィルターの粉イ本はサ

イクロンに比べてCd、P b、Z nの含有率が高く、Fe

C u、Nl、M□がやや低い。

Al－4についてみると、バグフィルターの粉体はサ

イクロンに比へCd、P b、Z nの含有率が高く、F e

Cし1、Nl、Mn、C r、Mgが低い。

以上のことから炉の種類が異をるにもかかわらず、各

工場ともバグブイ）L／ターの粉体はCd、P b、Z nの含

有率が高く、サイクロンの粉体はF e、M□、C uの含

有率が高い傾向が認められる。

このことから微細粒子はCd、P b、Z nの含有率が高

く、粗大粒子はF e、Mn、C uの含有率が高いことが

うかかえる。

工場別に集じん装置の粉体中の金属含有率についてみ

ると、Al－2においてはF e、Z n、P b、Cdが高

く、原料のスクラノブからの影響と考えられる。

A t－4においては、Mgの含有率が高いが、これは

フラノクス剤としてMgCg2を投入するためと思われ

TableⅢ　粉体中の金属含有率（PⅢ）

る。

Al－3は他に比へて全体的に金属の含有率が低いが

これは他工場と違って、原料がアルミドロスであるため

と考えられる。

次に工場内に堆積した粉体についてみると、灰巌り機

周辺と熔解炉周辺の粉体中金属含有率の違いは、工場に

よって様々であり、一定の傾向は認められをかった。

3－2　煙道排ガス中ばいじんについて

TableⅣ及びTable V　に集じん装置入口及び出口の

ばいじん中の金属含有率と排ガス金属濃度を示す。

A王一1についてみると、集じん装置入口のばいじん

濃度は平均0．114／NIゴと低い。これはフードを使用し

ているため工場内の空気が吸引されるためである。出口

では0．00489／Nrガと非常に低い値を示す。

金属の含有率についてみると、入口は出口に比べF e

が高く、Z n、P b、Cdが低い。このことから粗大粒

子はF eの含有率高く、微細粒子はZn、P b、Cdの

含有率が高いことがうかがえる。

金属濃度についてみると、人口のばいじん濃度が低い

ため、全般的に低い。出口の金属濃度は集じん効率が93

．5％をので、各金属とも著しく低い。

Al－2においては、ばいじんの採取時に前炉への原

料の投入が少をかった関係で、ばいじん濃度は非常に低

く、平均0．01649／Nロブである。

金属含有率についてみると、入口と出口の違いが少を

く、Fe、C u7うゞ入口においてやや高かった。

金属濃度についてみると、同じ前炉式のA　－1に比

べ、ばいじん濃度が低いために著しく低かった。出口に

工　　　 場 採　 取　 場　 所 F　e Z n C u P　b M □ N l C 「 C d M g C a

A l － 1

バ ク フ ィル ター 3 20 3 1 5 70 8 2 13 5 11 97 3 4 3 20 1 7 0 1 51 140 6 2 53 64

庚　　 絞　　 り 1 80 85 5 05 3 63 03 13 29 7 44 2 12 17 0 44 324 4 6 13 2 97

烙　　 解　　 炉 2 97 07 6 80 8 28 98 5 31 6 78 17 5 13 8 19 17 55 3 17 9 52

A l － 2

バ クフ ィル タ ー 4 94 90 183 6 7 11 56 8 58 8 3 41 20 9 10 0 11 91 9 18 3 4 08 1

サ　 イ　 ク　 ロ　 ン 17 62 16 2 43 0 298 6 14 8 1 9 60 22 6 20 5 59 16 14 5 4 63 5

俵　　 絞　　 り 98 79 2 37 1 630 6 89 3 7 52 27 0 2 24 20 2 76 6 2 3 68 5

熔　　 解　　 炉 5 10 64 54 9 6 386 4 3 5 14 8 13 20 9 2 5 2 68 171 98 16 80 8

A l － 3

ハ クフ ィ ル タ ー 7 1 50 1 77 0 64 0 31 5 2 24 6 5 80 63 2 40 00 2 65 0

サ　 イ　 ク　 ロ　 ン 1 190 0 560 8 10 17 5 3 00 15 5 95 6 1 92 50 175 0

J大　　 紋　　 り 10 00 0 7 80 173 5 15 0 4 11 96 0 125 110 0 2 20 00 2 65 0
熔　　 解　　 炉 4 75 0 540 128 5 17 5 3 26 15 0 11 5 7 1 47 50 1 87 5

A l － 4

／1 ク フ ィ ル ター 14 05 2 8 10 5 289 4 19 4 7 8 73 13 1 73 16 6 2 94 73 2 92 1

サ　 イ　 ク　 ロ　 ン 36 47 9 15 8 1 12 24 4 59 6 39 13 68 3 6 88 12 4 05 6 1 1 58 1

灰　　 絞　　 り 20 10 4 8 12 6 51 0 3 0 2 11 30 59 8 2 60 8 2 29 16 2 55 2

熔　　 解　　 丈戸 31 98 9 15 81 10 20 4 7 44 20 20 63 7 4 08 12 4 00 5 1 2 65 3
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Al－3においては、人口のばいじん濃度が平均1．19

g／N正子であり、前炉式に比べて高い。これはAl－3

はアルミドロスをF可卓云炉を用いて熔解するため、熔解に

よって生じるばいじんだけでなく、回転によって原料が

飛散するためである。

金属含有率についてみると、入口は出口に比べF eが

やや高く、Cd、P bが低い。このことから粗大粒子は

F eの含有率が高く、微細粒子はCd、P bの含有率が

高いことがうかがえる。

金属濃度につClてみると、入口においてF eが高く、

次いでZ n、Cuが高かった。前炉式に比へて各種金属

濃度が高い傾向が認められる。これは、一句転炉は前炉に

比べて、入口のばいじん濃度が高いためである。出口の

金属濃度は、集じん効率が97．8％なので、各金属とも入

口に比べて著しく低下している。

Al－4についてみると、出口のばいじんの金属含有

率はFeが高く、次いでZn、Cuが高かった。金属濃

度は出口のばいじん濃度が、平均0．0859／N【ゴと低い

ため、各金属とも低い。

TableⅣ　排ガス中ばいしんの金属含有幸

3－3　粒径分布について

TableⅥ1～3にAl－1の集じん装置入口における粒

粒径別のばいじん濃度、金属含有率、金属濃度のひん度

を示す。ひん度分布を求める場合、最大及び最小粒子径

が必要であるが、アンダーセンによる測定では、最大粒

子径は不明である。最小粒子揉も不明であるが、0に近

い値であると考えられるので、0として計算した。

はいじんの粒径分布についてみると、粒径が小をるは

ど、ひん度が大になる傾向が明らかである。しかし、14

．9甘以上の粗大粒子も比較的多く、ばいじん昆の33％を

占めている。

金属含有率についてみると、F eは粗大粒子ほど含有

率が高くなり、MgとC rもその傾向がある。Cd、Pb

Z11は微細粒子はど含有率が高い傾向がある。

金属濃度のひん度についてみると、各金属とも0．66〃

以下か、0，66～0．93／ノの階段において最も高くをる。こ

れはばいじん濃度のひん度が微細粒子ほど高くをるため

である。

TableⅦ1～3にAl－3の集じん装置人口における

粒径別のばいじん濃度、金属含有率、金属濃度のひん度

を示す。

工 一喝
採 取

場 所

は い し ん 濃 度

（〔j ／ N ポ ）

金　 毎1 含　 有　 ノ皐 （PPhi）

F　 c Z 11 C　 しt P b M 11 N l C　 r C d

A l 」
人 r▼l 0 ．1 1 4 2 2 7 6 7 3 6 2 5 1 7 2 6 9 1 1 3 8 0 2 4 0 1 4 6 5 7

出 ＝ 0　 0 0 4 8 8 2 6 0 5 7 7 5 1 1 5 0 2 8 0 2 2 4 6 2 1 5 7 5　　 2 1 1

A l －2
人 ＝ 0 ．0 1 6 4 2 1 0 2 9 4 2 4 1 2 0 0 8 2 4 4 7 5 0 4 3 8 9 2 3 8 2 3 2

出 r l 0　 0 0 7 4 1 0 2 4 9 4 7 7 8 5 6 8 2 3 9 6 5 1 7 Z 4 5 1 1 6 2 9 4

A l －3
ノ＼L 」 1 ．1 9 0 9 9 7 1 7 7 1 5 4 4 1 0 2 2 0 4 1 8 5 8 8 2 3

出 L l 0 ．0 1 6 1 4 1 7 9 1 5 2 6 4 2 5 6 8 3 4 8 9 Z l l 1 9 9 ］6 0

A　 t －4 出 ［ l 0　 0 0 8 5 1 1 9 5 4 4 3 1 9 2 2 0 4 1 ∠17‘1 5 0 上1 2 4 2 2 6 7 1 6 8

Table V　排カス中ばいしんの金掛震度

工　 場
抹 取

場 所

金　 属　 〃竺－こ　 度 （〟q ／ N lイ）

「 e Z 11 C しl P b M 【1 N l C　 r C 〔1

A i － 1
入 u 24 6 1 39 2 2 12 105 4 0 25 1 6 巴

出 口 39 6 2 7　7 5　5 13　4 1 2 1 ．0 0 ．4 1 ．（〕

A 】－ 2
人 ［＿】 2 85 6 6 27 37 7 6 3 4

出 ［」 76 ．1 3 5 ．4 4　2 17 ．8 3 ．8 1 8 0 ．9 2 ．2

A I － 3

u

人 ［＿J 1 20 94 1 00 8 68 0 1 32 24 0 2 41 10 0 27

出 ［」 67 ．2 2 4　5 6　8 10 ．9 7 ．9 3　4 3 ．2 2　6

A l － 4 出 口 1 04　2 3 6 1 18　4 13 ．1 4 ．3 2 1 2　4 1 4
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ばいじんの粒径分布について

みると、粒径0．94～1．33′Jの階

級のひん度が最も高く、比較的

撒き田を粒子が多いことを示して

いる。しかし、21．3／J以上の粗

大粒子がAl－1より多く、ばい

じん昆の48％を占めている。こ

れはAl－3が座ほ云丈戸であるた

めと思われる。

金属含有率についてみると、

F eは粗大粒子ほど含有率が高

く、P b、Cd、NlI－は微細粒

子ほと含有率が高い傾向がある。

金属濃度のひん度についてみ

ると、P b、Cd、MIlは金属

含有率の高い0．94／J以下の階級

の金属濃度が高く、その他の金

蔵は、ばいじん濃度のひん度の

高い0．94～1．33〃において高い。



TableⅥ－1　ばいじんの粒径分布（Al一口l）

ス テ ー ン

羊立径 範囲 粒径 巾 ぱ い しん量 ぱい しん 農度 ひ ん度

d

く〃m ）

△ d

恒 m ） （m9）
△ m

（mg ／N m】）

△ 爪 ／△ d

（mg ／N rd ）

ロ 14　92　、

5 5 7

3 5　6 7 7　9

4　32
9 、ろ5

→・14 92

1 1 0 2 4 1

3
6 3 6　～9 3 5

Z　99 1 1 3 2 4　7 8　3

4
4．37

、・6．36
1 99 6　8 1 4　9 7　5

5
2 8 3　へ・・4 37

1 54 5　8 1 2　7 8　3

6
1 46　⊥2．83

1 37 6　3 1 3　3 10 1

7
0 93　へ－・1 46

0　53 6　8 1 4　9 28 1

8
0 66

、・0 93
0 27 4　5 9　8 3 6　3

フ　ール クー ヘー0　66 0 66 2 D l 4 4　0 6 6　7

合 計 10 8　2 23 6　3

TableⅥ－2　粒径別のばいじん中金属含有率
（Al－1）

ス テ ー ／

金　 属　 含　 有　 率 （㈹ ）

F e Z n C u P b M Tl N 】 C　 r C d M g C a

■
2 6 6 呂 6 2 6 2 6 3 4 4 1 4 4 4 4 8 7 3 0 4 1 3 9 3 1 3 6 5 1 8 3 7 6 4

2 3 0 ∠モ5 8 2 9 5 4 4 5 4 6 4 5 0 ヰ5 5 2 6 8 1 5 9 3 2 4 3 8 6 8 5 8 4 1

3 1 9 9 0 8 2 6 10 2 7 6 5 4 3 1 Z 7 7 2 2 1 1 1 0 2 7 3 5 1 7 0 3 8 9 3

4 1 、i 2 3 2 Z 9 1 1 】 5 4 3 4 8 2 2 2 8 2 9 4 7 3 2 9 2 5 9 1 5 ‘10 4 3

5 6 0 3 4 2 1 5 5 4 3 1 1 3 3 6 1 9 8 2 呂0 4 3 4 7 1 6 1 6 2 4 7 4 1

6 4 7 6 0 4 0 4 7 6 5 3 1 5 2 0 1 4 3 2 9 7 3 6 5 6 1 4 2 8 4 4 6 8 2

7 4 0 4 2 ヰ 0 4 3 1 9 9 2 1 （〕6 6 1 4 0 1 4 7 2 6 8 5 8 8 Z 2 3 7 1 2

8 4 4 4 4 5 1 0 0 6 9 4 5 1 7 5 0 4 6 1 3 6 6 2 呂 1 7 Z 7 ⊂〉0 0 5 1 1 1

フ ィ ル タ ー 4 0 1 0 6 0 5 6 5 9 7 2 7 2 0 1 6 2 1 0 4 5 3 2 7 6

Tablelrl－3　金属濃度のひん度分布（Al－1）

人 ・テ　 ■－　 ノ

ひ ん 席　 △ m ／ △ d　 （〃 9 ／ N n f ）

「 e Z 【l ⊂ ∪ P b M n N l ⊂ 「 ⊂ d M 拝 C a

1 3 1 8 1 2　 とミ 19　 7 1 9 2　 0 1 2 0　 6 g 0 1 4 1 8 9　 9 2 5　 3

ロ 1 6 4　 4 2 1 与 2 2　 8 3　 b 2　 3 1 8 0　 9 1 0　 22 2 9 0　 5 3 2　 2

ロ

ロ

ロ

99　 D Z 1 8 ＝　 5 3　 b 1 7 Z　 ご 0　 5 5 0　 22 1 9 4 1 3 0　 3

4 9　 6 1 7　 7 3 5　 5 2　 8 1 6 2　 3 0　 3 5 0　 39 1 3 3　 3 3 9 1

ヰ7　 8 4 0　 7 6 5　 7 う　 2 1 4 3　 0 0　 3 6 0　 5 6 1 4 3　 8 4 7　 ユ

■ ＝ 」 6 1 1 j　 6 5 5　 9 3 0　 0 3　 9 4 1 0　 7 3 2　 38 Z 4 7　 9 1（〕4　 3

8 1 6 1 2 18 5　 ユ Z5 Z l 6 3　 5 1 b　 7 1 3　 3 1 0 1 6　 2 4 2 7 2　 2 1 8 5　 5

フ ィ ル

ク　 ー
2 67　 2 4 0 3　 7 3 9　 8 1 8 1 3 1 0　 8 6　 9 3　 5 3 1 8　 ∫10

TableⅦ－1　ぱいじんの粒径分布（AlⅣ3）

ス テー ン

超 径範 囲 粒 径 巾 ぱい しん牒 ぱい しん濃度
H
r　 ひ ん度

d

（〃m ）

△ d

恒 m ） （m 9）
△ m

（mg ′／N ロイ）

△ m ／△ d

ロ 21 Z7

7　9 4

9 3　4 4 8 4　2

1 5　02
1 3 33

～・21 2 7
2 2　9 1 1 8　7

3
9 07

～ 1 3 3 3

4　2 6 1 7　3 8 9　7 2 1 1

4
6 23

、9 0 7
2　8 4 1 1 7 6 0　7 2 1 二と

5
4 04

、－6 2 3
2 1 9 1 0　4 5 3　9 2ヰ　6

6
2 09

、・4 04
1 9 5 1 5．0 7 7　8 3 9　9

7
1 33

、・2 0 9
0　7 6 9 1 4 7　2 6 2 1

8
0 94

、 1 3 3
0 ．3 9 7　8 4 0　4 10 3　6

フ ィル タ【 一－0　94 0　94 6　9 3 5　8 3 8 1

合 計 19 4　5 10 0 8　4

TableⅦ－2　粒径別のばいじん中金属含有率
（Al－3）

ズ テ ー ノ

金　 属　 含　 有　 率　 （P刑）

F e Z　 n C u P b M n N l C　 r C （l M Lミ ⊂ d

■

ワ

10 54 5 5 26 22 4 27 7 3 1 Zl 8 5 2 6 50 j 214 8

3 71 2 6 64 33 8 32 9 5 1 33 7 9 3 8 3 53 193 1

3 3 6 12 5 64 3 17 32 7 2 1 57 9 4 3 10 6 93 Z47 9

4 3 20 5 34 1 33 5 39 1 13 1 66 8 7 3 12 1 80 3 12 8

5 2 88 ‘l 34 8 g6 1 39 10 6 1 86 7 6 4 12 50 0 352 9

6 2 83 3 3 28 83 3 3Z 9 3 1 58 6 8 3 10 8 35 358 4

7 Z 74 7 4 58 38 4 5Z 1 13 2 0g 6 2 4 1（〕7 Ⅰ3 390 6

8 3 52 5 5 12 9 Z9 74 13 1 1 99 7 2 16 1 15 21 342 2

7 り レター 3 27 ∠l 8 07 6 15 3 33 52 9 1 32 12 （〕
皿

TableⅦ－3　金属濃度のひん度分布（Al－3）

ステー／

ひ 人度　 △ m ／△ d　 （ g ／ N m’）

「 e Z　n ⊂ ∪ P b M n N　L ⊂ 「 C d M ヒ ⊂ J

2 5 5　5 9　9 5 1 口　5　 1 4 2　0
皿 0　05 12 4　8 28　9

3 7 6　ユ 11 9 6 7 0　7　 1 5 四 2　0 0 〔〉6 Z 25　2 52　2

4 6 8　5 7　3 7　2 0 8　 2　4 3　5
皿 0 06 Z 60　3 66 8

〇

6

7 1 0 8　6 Z3　7 1 0　 2　6 4 6 皿 0 10 3 07　6 8 6　8

11 3 （】 13 1 33　二） 1 3　　 3　7 四 2　7 0 12 4 3 2　3 14 3　0

7 170　6　 28 4 23　9 3　Z　 7　0 lJ ／ 3　9 0 25 6 6 5 1 2ヰ2　6

8 3 65　2　 53 0 96 ヱ 7　7 1 3　6 2（）6 7　5 1 66 1 19 3　5 35 4 5

フ ィノし
クー

124　7　 3 0 7 ヱj　4 1と　7　 Z O　ユ 四 ′1 6 ∫1 23

－48【



て号

3－4　粉体の結晶相について

粉体中の結晶相をTableⅧに示す。全ての粉体にお

いて、Alとその酸化物であるα一A120。の形態が主

体であり、NIgAi20い．C仁一Sl02についても共通

して認められた。その他の形態としては、各種金属の酸

化物を主体としながらも、塩化物や硫酸塩か認められる

TTableⅧ　粉体の結晶相

が、これはフラソクス剤や燃焼による影響と考えられる。

バクフィルターの粉体については、Al－3を除いて

Cの存在を確認した。これはAl－3の原料が他と異を

り、アルミトロスであるためと思われる。

工　 場 採 取 場 所
結　　 晶　　 相

A g － 1

バ ブ フ ィル

タ ー

灰 絞 り

悠 鰐 炉

A l，α－A 1 2 0 3 ，M g A lヮ0 1 α －S iO ‥N a C l，C ，C a S O d ・2H 乞 0

A l，a ，A l 。0 3 ，M g A 1 2 0 j ロー S 10 ヱ，N a C l，a － F e ヱ0 3 ，K C l，A IC l3 】N H ′L M g C L3 ・6 H 2 0 ，C a S O －▲

A l，αr A 12 0 3 ，M g A 13 0 ‥ α r S iO 2 ，N a C しA IC l3 ，C a S O 4 ・批 0　　 ・2 H 2 0

A g －2

ハ クフ ィル　夕 一

サ イ ク ロ ン

A l，α－A l っ0 3 ，M gA lヱ0 ・t ，Ci－S lO ヱ・N a C l，C ・S l

A l，a －A I z O 3 ，M g A l＝ O J ，⊂「－S lO ＝ ，N a C l，α－F e 2 0 J・，S i，F e3 0 l ，M g C l ・Z n C l2 ，（C a S O i ・2H 2 0 ）

灰　 絞　 り
A l，a T A 1 2 0 っ，M g A 12 0 4 ，O －S 10 2 ，N a C l・α－F e 2 0 3 ，A IC l ，C a C O 3 ，C a M g （C O 3 ）2

熔　 解　 炉 A l，a －A 12 0 。 ，M g A 12 0 い a － S 10 2．】N a C l・a r F e z O 3 ・C a M g （C O 3 ）z

A g －3

ハ ブ フ ィ ル　ター A l，a r A l 3 0 3 ，M g A I z O l ，N aC l，N H I C l，（α－S 10 ヱ）

サ イ ク ロ ン
A l，α冊A 1 2 0 3 ，M gA l0 0 l ・a －S LO ヱ，ローF e 2 0 3

灰　 絞　 り
A l，α－A l ヱO J ，M gA 12 0 1 ，⊂仁一S LO 2 ・N a C l，α一F e っ0 3

烙　 鰐　 炉 A l，α－A l ユ0 3 ，M g A 12 0 1 ，0トーS lO ヱ a －F e 2 0 3

A β－ 4

バ ク フ ィル

タ ー

サ イ ク ロ ン

灰 毒交 り

A l，a －A l l O 3 ，M g A l2 0 1 7 0 － S 10 2・，N a C しαr F e 2 0 3・・C ・S l，N H 4 M g C l 3 ・6 H 2 0

A l，αv A lヱ0 1 ，M g A l2 0 1 ，α－S lO 2 ，αr F e 2 0 ち，S IF u A 12 ・（M g O ），（F e3 0 i）・（C u F e 20 i ）・（C uA ゝO i ）

A l，a －A l三0 。，M g A 1 2 0 ＝ a －S lO ヱ，a r F e 2 0 3 ・S l・N ＝ 1 M g C l3 ・6 H 2 0 ナ（C a S O l ・2 H 2 0 ）

焙　 解　 炉
A l，a －A 1 2 0 。，M g A l ∠0 ゝ，0 －S lO 2 ・N aC l，α－F e 2 0 3 ，S l，F e 3 0 4

4　まとめ

アルミニウムの二次精錬から発生するばいじんの理化

学的特性を明らかにしようとして詞宜し、次の知見を得

た。

1）集じん装置に柏葉された粉体についてみると、炉の

種薙が異をるにもかかわらず、バクフィルターの粉体

はCd、Pb、Znの含有率が高く、サイクロンの粉体

はFe、M。、Cuの含有率が高い傾向がある。

2）煙道排ガス中ばいじんについてみると、集じん装置

入口のばいじん濃度は比較的低い。これはフートを使

用しているため工場内の空気が吸引されるためである

出口のばいじん濃度は、集じん効率が高いため非常に

低い。

3）ばいじん中金属含有率についてみると、入口は出口

に比べ、Feが高く、Cd、Pbが低い傾向がある○

排ガス中金属濃度は、ばいじん量が少くないため入口

においても低い。

4）ばいじん粒径分布についてみると、前炉式反射炉で

は、粒径が小をるほど、ひん度が大にをる。回転炉で

は、0．94～133〟の階数のひん度が最も高い。

5）粒径別のばいじん中金属含有率についてみると、Fe

は粗大粒子ほど含有率が高く、Pb、Cdは微細粒子

ほど含有率が高い傾向かある。

6）粒径別の排ガス中金属濃度についてみると、各金属

とも粒径の小なる階級においてひん度が大である0

7）粉体中の結晶相についてみると、全ての粉体におい

てAlとその酸化物である（巨【Al203の形態が主体

である。
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